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平
成
の
高
鍋

広
報
で
振
り
返
る

   H 元年

  （1989）

   H４年

 （1992）

   H３年

 （1991）

  H２年

（1990）

全
国
茶
品
評
会
で
高
鍋
町
茶
青
年
部
が
農
林
水
産
大
臣
賞
、
高

鍋
町
が
産
地
賞
を
受
賞
【
①
】

パ
チ
ン
コ
店
に
イ
ノ
シ
シ
侵
入
（
ア
メ
リ
カ
で
も
報
道
）

高
鍋
町
総
合
体
育
館
　
起
工
式

高
鍋
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
　
全
国
選
抜
大
会
九
州
予
選
で
初

優
勝
し
、
全
国
大
会
出
場

高
鍋
が
舞
台
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
君
が
海
に
帰
る
日
」
放
送

高
鍋
町
総
合
体
育
館
　
こ
け
ら
落
と
し
（
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
抜
女
子
リ
ー
グ
高
鍋
大
会
）

台
風
９
号
の
襲
来
後
「
コ
マ
ッ
ト
ウ
」
と
み
ら
れ
る
ク
ジ
ラ
が

堀
の
内
海
岸
へ
漂
着

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
温
泉
源
探
査
実
施

戦
後
最
大
級
の
台
風
13
号
襲
来
に
よ
り
、
総
額
９
億
３
千
万
円

の
被
害

  H６年

 （1994）

   H５年

 （1993）

高
鍋
町
給
食
共
同
調
理
場 

建
設
着
工

第
一
回
米
沢
・
高
鍋
少
年
少
女
交
流
事
業
（
高
鍋
か
ら
米
沢
へ
）

H10年

（1998）

高
鍋
高
校
野
球
部
32
年
ぶ
り
に
全
国
選
抜
高
校
野
球
大
会

（
春
の
甲
子
園
）
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
【
⑤
】

小
丸
大
橋
架
け
替
え
工
事
着
工

８

　月

６
・
４

９
・
27

２
・
10

９
・
13

１
・
19

８
・
８

５
・
22

９
・
３

８
・
31

12
・
23

３
・
29

H13年

（2001）

   H16年

  （2004）

H15年

（2003）

H14年

（2002）

高
鍋
温
泉
「
め
い
り
ん
の
湯
」
オ
ー
プ
ン
【
⑦
】

九
州
か
っ
ぱ
サ
ミ
ッ
ト
in
た
か
な
べ
開
催
【
⑧
】

東
九
州
自
動
車
道
「
都
農
Ｉ
Ｃ
〜
高
鍋
Ｉ
Ｃ
」
着
工

小
丸
大
橋 

開
通
式

高
鍋
海
水
浴
場 

開
設
以
来
50
年
連
続
無
事
故
達
成

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
わ
か
ば
」
ロ
ケ
を
南
九
州
大

学
で
実
施

石
井
十
次
を
描
い
た
県
内
ロ
ケ
に
よ
る
映
画
「
石
井
の
お
と
う

さ
ん
あ
り
が
と
う
」
高
鍋
町
で
上
映

四
季
彩
の
む
ら 

田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
表
彰

台
風
14
号
襲
来
に
よ
り
床
上
浸
水
36
棟
、
床
下
浸
水
１
１
８
棟

な
ど
の
被
害
【
⑫
】

秋
月
氏
移
封
に
伴
う
縁
に
よ
り
、
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
舞
鶴
神

社
へ
梅
苗
木
が
贈
ら
れ
植
樹

H20年

（2008）

H18年

（2006）

   H17年

  （2005）

姉
妹
都
市
甘
木
市
が
合
併
で
「
朝
倉
市
」
と
な
り
、
改
め
て

「
朝
倉
市
」
と
姉
妹
都
市
盟
約
締
結

県
内
町
村
初 

高
鍋
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

開
始

高
鍋
大
師
と
持
田
古
墳
群 

宮
崎
県
「
宮
崎
観
光
遺
産
」
に

選
定
【
⑮
】

H21年

（2009）

H22年

（2010）

H23年

（2011）

宮
崎
県
家
畜
改
良
事
業
団
（
高
鍋
町
）
で
口
蹄
疫
疑
似
患
畜
を

確
認

口
蹄
疫
ワ
ク
チ
ン
接
種
家
畜
の
殺
処
分
・
埋
却
終
了
【
⑯
】

H24年

（2012）

秋
篠
宮
ご
夫
妻
と
佳
子
さ
ま 

高
鍋
農
業
高
校
を
ご
訪
問

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
疑
似
患
畜
を
確
認

四
季
彩
の
む
ら
に
初
め
て
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
制
作
【
⑳
】

東
九
州
自
動
車
道
「
都
農
Ｉ
Ｃ
〜
高
鍋
Ｉ
Ｃ
」
開
通

H25年

（2013）

10
年
間
に
わ
た
っ
た
県
道
「
蚊
口
・
高
月
線
」
の
工
事
完
了

高
鍋
大
橋
側
道
橋 

開
通
【
㉑
】

５
・
１

９
・
29

９
・
28

７
・
４

９
・
13

６
・
５

８
・
20

９
・
４

12
・
11

７
・
21

８
・
28

10
・
１

３
・
24

５
・
14

６
・
30

８
・
２

１
・
30

12
・
22

８
・
23

高
鍋
町
で
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
18
年
ぶ
り
の
放
送
【
⑨
】

第
１
回
舞
鶴
城
灯
籠
ま
つ
り
開
催
【
⑩
】

町
政
施
行
１
０
０
周
年
祈
念
式
典
開
催
【
⑪
】

10
・
28

南
九
州
大
学 

高
鍋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
続
を
求
め
る
総
決
起
集
会

開
催
【
⑬
】

東
九
州
自
動
車
道
「
高
鍋
Ｉ
Ｃ
〜
西
都
Ｉ
Ｃ
」
開
通
【
⑰
】

７
・
17

第
１
回
き
ゃ
べ
つ
畑
の
ひ
ま
わ
り
祭
り
開
催
【
⑱
】

８
・
７

高
鍋
西
中
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部 

宮
崎
県
勢
初
の
全
国
大
会
出
場

９
・
17

県
農
業
科
学
館
に
口
蹄
疫
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
が
完
成
・

オ
ー
プ
ン
【
⑲
】

８
・
27

H27年

（2015）

皇
太
子
さ
ま
、
第
18
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
ご
出
席

の
た
め
来
県
（
県
立
農
業
大
学
校
視
察
の
た
め
来
町
）

高
鍋
出
身
で
宝
塚
歌
劇
雪
組
ト
ッ
プ
娘
役
の
咲
妃
み
ゆ
さ
ん
の

凱
旋
公
演
が
宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

11
・
９

12
・
１

H30年

（2018）

台
風
24
号
、
県
内
で
猛
威
を
振
る
う

西
都
児
湯
鍋
合
戦
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
高
鍋
が
優
勝
【
㉓
】

９
・
30

11
・
18

H29年

（2017）

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
、
高
鍋
進
出
が
決
定
【
㉒
】

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
医
療
費
が
完
全
無
償
化

８
・
29

10
・
１

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
（
石
井
十
次
顕
彰
・
国
際
的
人
材
の
育
成

・
舞
鶴
公
園
整
備
）
の
予
算
が
可
決

９
・
24

小
丸
川
浄
化
運
動
の
一
環
と
し
て
竹
鳩
橋
上
流
で
マ
ス
つ
り
大

会
が
開
催

11
・
11

①

そして令和に続く…

   H８年

 （1996）
H12年

（2000）

   H19年

  （2007）

H26年

（2014）

H28年

（2016）

H31年

（2019）

公
共
下
水
道
事
業
一
部
供
用
開
始
【
③
】

持
田
古
墳
群
出
土
品
里
帰
り
展
開
催

１
・
22

12
・
30

高
鍋
湿
原 

宮
崎
県
「
重
要
生
息
地
」
に
指
定
【
⑭
】

石
井
十
次
没
後
１
０
０
周
年

花
守
山
整
備
事
業
完
成

キ
ャ
ノ
ン
開
所
式

４
・
10

７
・
24

中
学
校
完
全
給
食
開
始

温
泉
掘
削
工
事
に
成
功 

待
望
の
温
泉
湧
出
【
②
】

宮
崎
県
農
業
科
学
公
園
（
ル
ピ
ナ
ス
パ
ー
ク
）
開
園
【
④
】

高
鍋
町
美
術
館 

建
設
工
事
着
工

６
・
６

11

　月

H９年

（1997）

H11年

（1999）

３
・
15

11
・
３

高
鍋
町
美
術
館 
開
館
【
⑥
】

高
鍋
町
が
地
域
振
興
券
の
交
付
を
開
始

   H７年

 （1995）

９
・
29

10
・
１

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳�

��

11

　月

12

　月

10

　月

４
・
23

1
・
30

３

　月

３

　月

３
・
28
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４
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医
療
費
が
完
全
無
償
化

８
・
29

10
・
１

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
（
石
井
十
次
顕
彰
・
国
際
的
人
材
の
育
成

・
舞
鶴
公
園
整
備
）
の
予
算
が
可
決

９
・
24

小
丸
川
浄
化
運
動
の
一
環
と
し
て
竹
鳩
橋
上
流
で
マ
ス
つ
り
大

会
が
開
催

11
・
11

①

そして令和に続く…

   H８年

 （1996）
H12年

（2000）

   H19年

  （2007）

H26年

（2014）

H28年

（2016）

H31年

（2019）

公
共
下
水
道
事
業
一
部
供
用
開
始
【
③
】

持
田
古
墳
群
出
土
品
里
帰
り
展
開
催

１
・
22

12
・
30

高
鍋
湿
原 

宮
崎
県
「
重
要
生
息
地
」
に
指
定
【
⑭
】

石
井
十
次
没
後
１
０
０
周
年

花
守
山
整
備
事
業
完
成

キ
ャ
ノ
ン
開
所
式

４
・
10

７
・
24

中
学
校
完
全
給
食
開
始

温
泉
掘
削
工
事
に
成
功 

待
望
の
温
泉
湧
出
【
②
】

宮
崎
県
農
業
科
学
公
園
（
ル
ピ
ナ
ス
パ
ー
ク
）
開
園
【
④
】

高
鍋
町
美
術
館 

建
設
工
事
着
工

６
・
６

11

　月

H９年

（1997）

H11年

（1999）

３
・
15

11
・
３

高
鍋
町
美
術
館 

開
館
【
⑥
】

高
鍋
町
が
地
域
振
興
券
の
交
付
を
開
始

   H７年

 （1995）

９
・
29

10
・
１

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳�

��

11

　月

12

　月

10

　月

４
・
23

1
・
30

３

　月

３

　月

３
・
28
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平成31年度 高鍋町一般会計当初予算　93億4,300万円
　平成31年度高鍋町一般会計当初予算は、第6次総合計画「高鍋みらい戦略」及び施政方針に掲げる「豊か
で美しい歴史と文教の城下町　たかなべの再生」の取り組みに重点をおいた予算編成を行い、新規事業に人
口減少対策アンケート調査事業、公共施設劣化点検診断事業、わかば保育園園舎改修等基本設計事業、高齢
母牛更新対策事業補助事業、学校長寿命化計画策定事業、小学校教科体育サポート事業、秋月種茂公没後
200 年シンポジウム事業などを計上しました。
　予算規模は、宮崎キヤノンへの造成地の売却完了、アクセス道路整備の年次的整備などにより工業用地造
成事業関連経費が大幅に減ったほか、認定こども園施設整備事業及び津波避難タワー建設事業の事業完了、
返礼割合を見直ししたふるさと納税推進事業など、前年度事業の反動減の影響を受け、総額93億4,300万円、
前年度比 26 億 3,700 万円の減額となりました。

議会費
1.0億円 1.1%

総務費
8.8億円
9.4%

民生費
33.3億円
35.6%

衛生費
7.2億円
7.7%

農林水産業費
3.2億円 3.4%

商工費
16.4億円
17.5%

土木費 5.2億円
5.6%

消防費
3.4億円
3.6%

教育費
7.8億円 
8.3%

公債費
7.1億円
7.6%

歳出 目的別構成比

93.4
億円

自主財源…町が自らの権限や財産等により得る収入です。
依存財源…国・県などから交付されたり、借りたりして得られる収入です。

自主財源
45.3億円
48.5%

依存財源
48.1億円
51.5%

町税
20.8億円
22.3%

寄附金
10.0億円
10.7%

繰入金
10.3億円
11.0%

使用料・手数料・分担金など
4.2億円 4.5%

地方交付税
20.1億円
21.5%

国県支出金
19.1億円
20.5%

町債
3.8億円
4.1%

その他
5.0億円
5.4%

歳入 目的別構成比

93.4
億円

93.4
億円

※（　）内は、前年度当初との比較。
一般会計
特別会計

 国民健康保険
 後期高齢者医療
 下水道事業
 介護保険
 介護保険認定審査会

 工業用地造成事業
一般・特別会計　合計

 一ツ瀬川雑用水管理
 事業

（△22.0％）
（△13.9％）

（△19.3％）

93億4,300万円
61億3,830万円

1,700万5千円
1,032万8千円

19億1,218万8千円（　4.7％）

（　8.9％）
（△0.3％）5億788万2千円

27億7,276万円

（△19.0％）

資本的収入 5,000万3千円 （　0.0％）
資本的支出 2億8,821万2千円 （　5.5％）

（　8.9％）水道
事業

収益的収入 （　2.3％）

5億4,835万5千円
33万8千円 西都児湯固定資産

 評価審査委員会
（△68.8％）
（12.3％）

収益的支出

3億6,944万4千円

4億7,378万7千円

（　0.0％）
（　0.0％）

154億8,130万円

4億6,590万8千円
義務的経費…支出が義務付けられ任意に削減することが困難な経費
投資的経費…インフラ整備など、資産がストックとして将来に残るもの
その他経費…上記以外の行政活動のために必要な経費
※グラフの数値は、四捨五入など端数調整のため計数が一致しない
箇所があります。

義務的経費
43.7億円
46.8%

投資的経費
3.8億円

4.1%

その他経費
45.9億円
49.1%

人件費
14.1億円
15.1%

扶助費
22.6億円
24.2%

7.1億円
公債費

7.6%

普通建設事業費
3.8億円 4.1%

物件費
15.6億円
16.7%

補助費等
10.2億円
10.9%

繰出金
15.6億円
16.7%

その他
4.5億円
4.8%

歳出 性質別構成比

【衛生費】
円万642,6業事種接防予円万076,1託委査診康健児乳・婦産妊

妊産婦・乳児健康診査、新生児聴覚検査などの費用の一
部を助成します。

乳幼児、小中高生及び高齢者に対して定期予防接種及び任
意予防接種を実施するための経費です。

【教育費】
外国語指導助手配置事業 645万円 新 小学校教科体育サポート派遣事業 63万円

円万361,1業事念記年周02館開館術美町鍋高新新

2020年度から全面実施される外国語教育に向けて、外国
語指導助手を2名体制に増員するための経費です。

体育の授業に器械体操や水泳などの専門指導者を派遣し、児
童の体力・技術力の向上や教育内容の充実を図ります。

没後200年を迎える秋月種茂公に関するシンポジウム等を
開催する経費です。

芸術文化の振興、発信拠点として開館20周年を迎える高鍋町
美術館のメモリアル特別展を開催する経費です。

秋月種茂公没後200年記念シンポジウム 220万円

【消防費】
新 消防団機庫改修事業 64万円 防災行政無線受信機購入 454万円

県補助事業を活用して、老朽化した機庫のトイレを改修しま
す。

津波浸水区域や土砂災害警戒区域に指定されている世帯等に
戸別受信機を無償貸与します。

【農林水産業費】
円万222査調向意備整林森新新 高齢母牛更新対策事業 45万円

肉用牛の繁殖基盤の拡大を図るため、7歳以上の高齢母
牛の更新等に対して費用の一部を助成します。

森林の適切な管理を図るため創設された森林経営管理制度の
導入に向け、森林所有者等のデータ収集を行う経費です。

【土木費】
建築物耐震改修等事業 632万円 防衛施設周辺道路改修等事業 6,917万円

地震発生の際に倒壊の恐れがある住宅の耐震診断や耐震
改修等に係る経費の一部を助成します。

防衛省補助を活用して、生活道路の改良など安全で快適な道
路環境整備を実施します。

【商工費】
工業用地造成事業特別会計繰出金 5億4,835万円 ふるさと納税推進事業 10億円

ふるさと納税の寄附者へ贈る返礼品の代金や送料などの経費の
ほか、寄附金の一部を基金に積み立てる費用です。

宮崎キヤノン工場建設に伴う用地取得費用及び造成地整
備に係る地方債の償還費用です。

【民生費】
3億4,010万円

円万502新

幼稚園・認定こども園給付事業

わかば保育園園舎改修等基本設計事業基幹相談支援センター業務

障がい者（児）の相談支援、ニーズ対応を総合的、専門
的に行うため専門職員を配置します。

老朽化した保育施設の計画的な整備を検討するための経費で
す。

新たに認定こども園に移行したももの木保育園など認定こど
も園の運営に係る経費です。

8,300万円子ども・ひとり親家庭医療費助成事業

1,799万円

中学生以下の子どもに係る医療費の無料化等に要する費用で
す。

※事業費は万単位で四捨五入しています。

【総務費】
円万053査調トーケンア策対少減口人新入導ムテスシ理管員職時臨新

新 公共施設劣化点検診断 200万円 県議会議員選挙・参議院議員選挙 1,715万円

県議会議員選挙（4年ごと）、 参議院議員選挙（3年ごと）の
各選挙に係る経費です。

251万円

2020年度から臨時職員に対して導入される会計年度任
用職員制度に関するシステム構築の経費です。

定住移住、雇用、地域資源の活用など人口減少対策やまちづく
りの基礎資料となるデータ収集に係る経費です。

公共施設の将来に向けた維持管理や整備を検討するため、
老朽化の度合いを点検診断する経費です。

平成31年度に実施する主な事業について新規事業を中心に紹介します
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平成31年度 高鍋町一般会計当初予算　93億4,300万円
　平成31年度高鍋町一般会計当初予算は、第6次総合計画「高鍋みらい戦略」及び施政方針に掲げる「豊か
で美しい歴史と文教の城下町　たかなべの再生」の取り組みに重点をおいた予算編成を行い、新規事業に人
口減少対策アンケート調査事業、公共施設劣化点検診断事業、わかば保育園園舎改修等基本設計事業、高齢
母牛更新対策事業補助事業、学校長寿命化計画策定事業、小学校教科体育サポート事業、秋月種茂公没後
200 年シンポジウム事業などを計上しました。
　予算規模は、宮崎キヤノンへの造成地の売却完了、アクセス道路整備の年次的整備などにより工業用地造
成事業関連経費が大幅に減ったほか、認定こども園施設整備事業及び津波避難タワー建設事業の事業完了、
返礼割合を見直ししたふるさと納税推進事業など、前年度事業の反動減の影響を受け、総額93億4,300万円、
前年度比 26 億 3,700 万円の減額となりました。

議会費
1.0億円 1.1%

総務費
8.8億円
9.4%

民生費
33.3億円
35.6%

衛生費
7.2億円
7.7%

農林水産業費
3.2億円 3.4%

商工費
16.4億円
17.5%

土木費 5.2億円
5.6%

消防費
3.4億円
3.6%

教育費
7.8億円 
8.3%

公債費
7.1億円
7.6%

歳出 目的別構成比

93.4
億円

自主財源…町が自らの権限や財産等により得る収入です。
依存財源…国・県などから交付されたり、借りたりして得られる収入です。

自主財源
45.3億円
48.5%

依存財源
48.1億円
51.5%

町税
20.8億円
22.3%

寄附金
10.0億円
10.7%

繰入金
10.3億円
11.0%

使用料・手数料・分担金など
4.2億円 4.5%

地方交付税
20.1億円
21.5%

国県支出金
19.1億円
20.5%

町債
3.8億円
4.1%

その他
5.0億円
5.4%

歳入 目的別構成比

93.4
億円

93.4
億円

※（　）内は、前年度当初との比較。
一般会計
特別会計

 国民健康保険
 後期高齢者医療
 下水道事業
 介護保険
 介護保険認定審査会

 工業用地造成事業
一般・特別会計　合計

 一ツ瀬川雑用水管理
 事業

（△22.0％）
（△13.9％）

（△19.3％）

93億4,300万円
61億3,830万円

1,700万5千円
1,032万8千円

19億1,218万8千円（　4.7％）

（　8.9％）
（△0.3％）5億788万2千円

27億7,276万円

（△19.0％）

資本的収入 5,000万3千円 （　0.0％）
資本的支出 2億8,821万2千円 （　5.5％）

（　8.9％）水道
事業

収益的収入 （　2.3％）

5億4,835万5千円
33万8千円 西都児湯固定資産

 評価審査委員会
（△68.8％）
（12.3％）

収益的支出

3億6,944万4千円

4億7,378万7千円

（　0.0％）
（　0.0％）

154億8,130万円

4億6,590万8千円
義務的経費…支出が義務付けられ任意に削減することが困難な経費
投資的経費…インフラ整備など、資産がストックとして将来に残るもの
その他経費…上記以外の行政活動のために必要な経費
※グラフの数値は、四捨五入など端数調整のため計数が一致しない
箇所があります。

義務的経費
43.7億円
46.8%

投資的経費
3.8億円

4.1%

その他経費
45.9億円
49.1%

人件費
14.1億円
15.1%

扶助費
22.6億円
24.2%

7.1億円
公債費

7.6%

普通建設事業費
3.8億円 4.1%

物件費
15.6億円
16.7%

補助費等
10.2億円
10.9%

繰出金
15.6億円
16.7%

その他
4.5億円
4.8%

歳出 性質別構成比

【衛生費】
円万642,6業事種接防予円万076,1託委査診康健児乳・婦産妊

妊産婦・乳児健康診査、新生児聴覚検査などの費用の一
部を助成します。

乳幼児、小中高生及び高齢者に対して定期予防接種及び任
意予防接種を実施するための経費です。

【教育費】
外国語指導助手配置事業 645万円 新 小学校教科体育サポート派遣事業 63万円

円万361,1業事念記年周02館開館術美町鍋高新新

2020年度から全面実施される外国語教育に向けて、外国
語指導助手を2名体制に増員するための経費です。

体育の授業に器械体操や水泳などの専門指導者を派遣し、児
童の体力・技術力の向上や教育内容の充実を図ります。

没後200年を迎える秋月種茂公に関するシンポジウム等を
開催する経費です。

芸術文化の振興、発信拠点として開館20周年を迎える高鍋町
美術館のメモリアル特別展を開催する経費です。

秋月種茂公没後200年記念シンポジウム 220万円

【消防費】
新 消防団機庫改修事業 64万円 防災行政無線受信機購入 454万円

県補助事業を活用して、老朽化した機庫のトイレを改修しま
す。

津波浸水区域や土砂災害警戒区域に指定されている世帯等に
戸別受信機を無償貸与します。

【農林水産業費】
円万222査調向意備整林森新新 高齢母牛更新対策事業 45万円

肉用牛の繁殖基盤の拡大を図るため、7歳以上の高齢母
牛の更新等に対して費用の一部を助成します。

森林の適切な管理を図るため創設された森林経営管理制度の
導入に向け、森林所有者等のデータ収集を行う経費です。

【土木費】
建築物耐震改修等事業 632万円 防衛施設周辺道路改修等事業 6,917万円

地震発生の際に倒壊の恐れがある住宅の耐震診断や耐震
改修等に係る経費の一部を助成します。

防衛省補助を活用して、生活道路の改良など安全で快適な道
路環境整備を実施します。

【商工費】
工業用地造成事業特別会計繰出金 5億4,835万円 ふるさと納税推進事業 10億円

ふるさと納税の寄附者へ贈る返礼品の代金や送料などの経費の
ほか、寄附金の一部を基金に積み立てる費用です。

宮崎キヤノン工場建設に伴う用地取得費用及び造成地整
備に係る地方債の償還費用です。

【民生費】
3億4,010万円

円万502新

幼稚園・認定こども園給付事業

わかば保育園園舎改修等基本設計事業基幹相談支援センター業務

障がい者（児）の相談支援、ニーズ対応を総合的、専門
的に行うため専門職員を配置します。

老朽化した保育施設の計画的な整備を検討するための経費で
す。

新たに認定こども園に移行したももの木保育園など認定こど
も園の運営に係る経費です。

8,300万円子ども・ひとり親家庭医療費助成事業

1,799万円

中学生以下の子どもに係る医療費の無料化等に要する費用で
す。

※事業費は万単位で四捨五入しています。

【総務費】
円万053査調トーケンア策対少減口人新入導ムテスシ理管員職時臨新

新 公共施設劣化点検診断 200万円 県議会議員選挙・参議院議員選挙 1,715万円

県議会議員選挙（4年ごと）、 参議院議員選挙（3年ごと）の
各選挙に係る経費です。

251万円

2020年度から臨時職員に対して導入される会計年度任
用職員制度に関するシステム構築の経費です。

定住移住、雇用、地域資源の活用など人口減少対策やまちづく
りの基礎資料となるデータ収集に係る経費です。

公共施設の将来に向けた維持管理や整備を検討するため、
老朽化の度合いを点検診断する経費です。

平成31年度に実施する主な事業について新規事業を中心に紹介します
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高鍋町に２つ目の 高鍋町に２つ目の 

 津波避難タワーが完成しました！ 津波避難タワーが完成しました！ 

指定避難場所一覧 

 

 

 

段差の高さが低くのぼりや

すい階段となっている 
備蓄品が収納できるベンチ

などを備えている 

開所式の様子

樋渡地区津波避難タワー 

～防災特集～ 

地域防災マネージャーコラム☆Vol.4 

 「たかなべ未来づくり事業」は、将来にわたって町民が高鍋町に誇りを持ち、個性的で魅力ある地域社会の実現を

図るための事業です。町民の提案による公共性・公益性の高いまちづくり活動に対し、町が補助金を交付し、町民が

主体となって事業を実施します。昨年度は次の３事業が行われました。                                

◎弓道世代間交流・地域スポーツ育成 

  事業  

  高鍋中学弓道 

  ▲参加者：     ２０６人 

  ▲補助額： ２７２，０００円 

◎子どものための舞台公演（映画会・ 

  舞台公演・リーフレット発行） 

  ＮＰＯ法人 野の花館 

  ▲参加者：     ２２８人 

  ▲補助額： １６１，０００円 

 子どもたちが平和や歴史について

考えるきっかけや、子どもと大人が

交流できる場を作るため、公演等を

開催し、子どもの健全な心の発達や

多世代間の交流に寄与しました。 

 弓道体験の機会を作ることで、町

内の方への弓道の普及を図ることが

できました。加えて、講師による指

導を受けることで、技術力を向上す

ることができました。  

◎平成30年度高鍋町藩校ブラスアカデミー  

  高鍋町藩校ブラスアカデミー実行   

  委員会 

  ▲参加者：    １５０人 

  ▲補助額： ２７４,０００円 

 プロから指導を受けることで、町

内の吹奏楽の技術力を向上すること

ができました。加えて、幅広い年齢

層の方に講習会に参加いただき、町

内に吹奏楽を普及するきっかけづく

りができました。 

  住民参画による快適で美しいまちづくり 平成３０年度 たかなべ未来づくり事業報告 
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映画会 弓道練習の様子 指導の様子 

行政区名 氏    名 行政区名 氏    名 行政区名 氏    名 

蚊口西の二 花 坂 幾 政 旭   通 二 又 康 之 水   除 徳 久 信 義 

蚊口西の一 柏 木 忠 典 上   町 江 﨑 仁 美 正 ヶ 井 手 河 野 幸 雄 

蚊 口 中 上 野 彰 宣 松 原 町 白 石 秀 人 小 丸 団 地 五 味 守 吉 

蚊 口 上 近 藤 博 信 小   丸 前 田 大 悟 小 丸 出 口 飯 干 幹 雄 

蚊 口 下 日 高 貞 憲 小 丸 下 福 島 義 幸 上 江 団 地 大 庭 千 壽 

堀の内団地 磯 野 浩 藏 畑   田 久保田 喜 夫 馬 場 原 財 津 吉 和 

堀 の 内 横 山 芳 嗣 小 丸 上 細 川 幸 男 中 川 原 新 城   守 

下 永 谷 皆 本 次 明 後 小 路 立 山 玄一郎 川   田 吉 松 紀 元 

上 永 谷 川 野 文 明 宮   越 野 村 康 晴 羽 根 田 間   則 夫 

雲 雀 山 宇治橋 俊 美 宮 越 上 矢 野 政 良 青   木 中 村 康 生 

水 谷 原 加 藤 智 德 南 宮 越 椎   榮 治 老   瀬 森   俊 彦 

越 ヶ 溝 片 岡 美 利 道具小路西 瀨戸口 可 嗣 牛   牧 堀 田   明 

毛   作 内 藤 敏 夫 道具小路東 北 原 寿 生 南 牛 牧 金 城 善 和 

新   山 髙 橋 賢 治 道具小路南 橋 口 清 和 市 の 山 沼   健 二 

大 平 寺 野 村 博 康 中   鶴 小 嶋 秀 樹 中   尾 守 部 敏 夫 

　　脇　 古 屋 芳 夫 樋   渡 一 木 秀 章 小   並 大久保 隆 幸 

舞 鶴 団 地 井 上 和 裕 下 屋 敷 髙 橋 重 美 竹   鳩 市来原 彰 二 

大 工 小 路 渡 邊 美智夫 菖 蒲 池 西 萱 嶋   稔 切   原 矢 野 壽 満 

宮   田 河 上 隆 則 菖 蒲 池 東 内山田   茂 兀 の 下 押 川 達 雄 

 筏　 是 澤 一 男 大 池 久 保 戸 田 道 一 坂   本 小 田 善 文 

蓑   江 古 屋 光 祥 御 屋 敷 岡 本 みよ子 鬼 ヶ 久 保 倉 掛 弘 幸 

南   町 永 谷 秀 治 萩   原 大 津 政 一 俵   橋 岩 元 正 守 

十 日 町 美 濃   力 黒   谷 坂 本 信 義 染 ヶ 岡 西 府 健 男 

六 日 町 熊 谷 嘉 祐 松   本 今 井 文 男 家   床 大 脇 幸 広 

石   原 西 村 武 康 山   下 坂 本   繁 持   田 永 友 尚 志 

東   町 帳   一 己 西 平 原 井 﨑   剛 持 田 団 地 三 浦 花 子 

中 央 通 前 田 富 洋 北 平 原 山 本 泰 英 正 祐 寺 矢 野 哲 男 

中   町 岩 﨑 る み 東 平 原 山 本 幸 信 鴫   野 木 俵 秀 明 

今年３月、町内２棟目となる「樋渡地区津波避難

タワー」が完成し、３月24日に開所式・地元の方

向けの見学会が行われました。このタワーの完

成で町内の特定避難困難地域は解消されまし

た。 

今回のテーマ 『「備え」の再確認 』 

①高鍋町防災センター 

 （役場来客用駐車場内） 
 

②たかしんホール 

 （高鍋町中央公民館） 

③高鍋町体育館 

④井上商店スポーツセンター 

（高鍋町スポーツセンター） 
 

⑤高鍋町美術館 

⑥高鍋西中学校体育館 

⑦高鍋西小学校体育館 

⑧東児湯消防組合 

⑨農業大学校体育館 

⑩高鍋農業高等学校 

⑪めいりんの湯 

⑫高鍋町ふれあい交流センター

⑬（福）晴陽会 うからの里  

 高鍋事業所 

※⑫、⑬は福祉避難所に指定 

 されています。 

～防災特集～ 

(問)総務課 生活安全係 ☎0983-26-2022 

▲避難時の心得▲ 

１．地震にあったら、まず身の安全！ 

  地震を感じたらテーブルなどの下に身を伏せ、揺れ

が収まるのを待ちましょう。身の安全が確保されたら津

波に注意し、急いで海辺から離れましょう。 

２．正しい情報を入手する 

  災害が発生したときには、噂に惑わされず、テレビ、

ラジオや防災行政無線等からの情報に注意し、正しい

状況の把握につとめましょう。 

３．警報・注意報が出たらすぐ避難！ 

  警報・注意報を知ったら、すぐに避難しましょう。地震

を感じなくても、津波が襲来することがあります。 

  元号が新たに「令和」となり、「悠久の歴史と香り高き文化、四季折々の美しい自然、こうした日本の国柄をしっ

かりと次の時代へと引き継いでいく（首相談話）」、より良い高鍋町でありたいと思います。が、災害はいつ何時起こ

るかわかりません。より良い高鍋町を「次に時代へと引き継いでいく」のは、「人」です。 

  町民の皆さんが、いざという時に自分の身を守り、よりよい高鍋を次の時代へと引き継いでいけるよう、「備え」

をすることが重要です。公民館ごとの防災活動の充実、各ハザードマップの確認、近くの避難所の

確認、３日分（できれば7日分）の非常食の備蓄、家族防災会議の開催、家具の転倒防止策な

ど・・・。 

  今一度、「備え」の確認をしましょう。 
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